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津山の秋まつり

　
　
 

―――――――――――――❷

　
　
 

―――――――――――――❷
お知らせ

　広報つやまの発行日の変更に伴い、
11月号と12月号を合併号として、11
月10日ころから皆さんのお手元に届
くように発行・配布します。
　１月号は１月１日までに皆さんのお
手元に届くように発行・配布します。



津 

山
ま
つ
り

　
東
の
大
隅
神
社
、
西
の
高
野
神
社
、
総
鎮
守
の
徳
守
神
社
の

秋
祭
り
。
日
本
三
大
神
輿
の
１
つ
と
い
わ
れ
る
徳
守
神
社
の
大

神
輿
や
各
町
内
か
ら
出
動
す
る
だ
ん
じ
り
を
引
き
回
す
姿
が
見

ど
こ
ろ
で
す
。 

 

と
き
・
と
こ
ろ　
10
月
18
日
㈰
＝ 

大
隅
神
社
（
上
之
町
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
25
日
㈰
＝ 

徳
守
神
社
（
宮
脇
町
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
野
神
社
（
二
宮
）

■問
同
実
行
委
員
会（
津
山
商
工
会
議
所
内
）☎
22‐

３
１
４
１

物 

見
神
社
の
花
祭
り

　

桜
や
梅
、
し
だ
れ
柳
に
模
し
た
高

さ
約
３
ｍ
の
「
花
」
を
奉
納
し
ま

す
。
祭
事
の
後
、
花
を
持
ち
帰
る
と

１
年
間
無
病
息
災
で
過
ご
す
こ
と
が

で
き
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

と
き　
10
月
25
日
㈰
午
後
２
時
〜

と
こ
ろ　
物
見
神
社
（
加
茂
町
物
見
）

■問
加
茂
支
所
産
業
建
設
課
☎
32‐

７

０
３
４阿 

波
八
幡
神
社
の
花
祭
り

　
奉
納
し
た
竹
細
工
の「
花
」を
激
し

く
練
り
合
う
祭
り
で
す
。
家
内
安
全

を
祈
願
し
、
五
穀
豊
穣
を
感
謝
し
ま

す
。 

と
き　
11
月
３
日
㈷
午
後
２
時
〜

と
こ
ろ　
阿
波
八
幡
神
社（
阿
波
）

■問
阿
波
出
張
所
地
域
振
興
課
☎
32‐

７
０
４
２

のま
つ
り

ま
つ
り

津
山秋
津
山秋

新 

野
ま
つ
り

　
新
野
地
域
の
各
社
か
ら
集
ま
る
７
体
の
き

ら
び
や
か
な
神
輿
が
練
り
合
い
、
五
穀
豊
穣

を
祝
い
ま
す
。

と
き　
11
月
３
日
㈷
正
午
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ　
新
野
山
形
神
事
場
（
新
野
山
形
）

■問
勝
北
公
民
館（
新
野
東
）☎
36‐

２
１
０
１

さ 

ら
山
時
代
祭

　
隠
岐
へ
配
流
さ
れ
る
後
醍
醐
天
皇

を
イ
メ
ー
ジ
し
た
時
代
行
列
は
、
太

平
記
の
時
代
を
思
い
起
こ
さ
せ
ま
す
。

と
き　
11
月
８
日
㈰
午
前
９
時
〜
午

後
３
時
30
分

と
こ
ろ　
佐
良
山
小
学
校（
皿
）お
よ

び
県
道
押
渕
皿
線
沿
線

■問
佐
良
山
公
民
館（
平
福
）☎
28‐

２

　

５
４
３

第
18
回

県
重
要
無
形
民
俗
文
化
財

県
重
要
有
形
民
俗
文
化
財　

だ
ん
じ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
隅
神
社
神
輿

市
重
要
有
形
民
俗
文
化
財　

徳
守
神
社
、

かも谷まつりかも谷まつり
　山芋や山菜おこわ・焼鳥・焼きそばなど
地域の特産物やグルメを販売するほか、餅
投げなどのイベントも開催します。
とき　11月１日㈰午前10時～午後２時
ところ　加茂町スポーツセンター（加茂町
中原）

　■問同実行委員会☎42-４４０２

県
重
要
無
形
民
俗
文
化
財

県
重
要
無
形
民
俗
文
化
財

み　
こ
し

城 

東
む
か
し
町

　
城
東
地
区
が
歩
行
者
天
国
と
な
り
、

時
代
行
列
や
芝
居
小
屋
な
ど
が
催
さ

れ
ま
す
。 

 

と
き　
11
月
１
日
㈰
午
前
10
時
〜
午

後
４
時 

 

と
こ
ろ　
城
東
町
並
保
存
地
区

■問
同
実
行
委
員
会
☎
24‐

１
３
７
８

第
26
回
出
雲
街
道

津山お城まつり津山お城まつり
　秋の津山城を舞台にライトアップや現代アー
ト展、大茶華会、グルメフェスティバルなど、期
間中にさまざまなイベントが開催されます。
とき　11月13日㈮～23日㈷
ところ　津山城（鶴山公園）
■津山城ライトアップ　時間　午後５時～９時
※点灯式を13日午後５時から二ノ丸で開催
　■問津山市観光協会☎22-3310
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市政だより

　津山圏域クリーンセンターは平成28年３月10日の本格稼働を前に、11月16日から一部試験運転を開始しま
す。このことに伴い、環境事業所（小桁）は11月14日㈯をもって、資源化センター（横山）は３月９日㈬を
もって受け入れ業務を停止しますが、ごみステーションや拠点回収場所での収集は従来どおり行います。
　ただし、ごみや資源化物の直接持ち込み先は、次のとおり津山圏域クリーンセンターになりますので、ご理
解とご協力をお願いします。 
直接持ち込みができる日時　日曜日を除く日と祝日（１月１日～３日を除く）の午前８時～午後４時30分
※３月９日までの試験運転期間中、津山圏域クリーンセンターへごみを直接持ち込む場合には、事前申し込みが
必要です。直接持ち込みを希望する人は、必ず、搬入できる日、搬入手続きについてお問い合わせください

　津山圏域クリーンセンター（領家）稼働後の平成28年４月から、ごみの分別や出し方、指定ごみ袋を市内全域
で統一します。ご理解とご協力をよろしくお願いします。
ごみの区分と袋の価格

平成28年４月からごみの分別・出し方が変わります
■問環境事業所☎22-8255

市政だよりCity Information

※市内全域で統一するごみ袋は、平成28年2月から販売予定です

 津山地域、加茂地域、阿波地域では
　■プラスチック製品・ゴム類・皮革類・ビニール類のほか、プラスチック容器包装のう

ち、汚れが取れないものは「不燃ごみ」から「可燃ごみ」に変わります
　■蛍光灯・水銀式体温計（ともに割れていないもの）と乾電池（ボタン電池を含む）は

「不燃ごみ」から「資源ごみ」に変わり、ごみステーションでのカゴ回収になります
　■加茂地域と阿波地域では「粗大ごみ」の一斉収集を廃止し、戸別回収またはクリーン

センターへの直接持ち込みになります

 勝北地域では
　■プラスチック製品・ゴム類・皮革類・ビニール類は「不燃ごみ」から「可燃ごみ」に変わります
　■「不燃ごみ」は指定ごみ袋にまとめて入れて、ごみステーションに出してください。月１回

の収集日に回収します　
　■蛍光灯・水銀式体温計（ともに割れていないもの）と乾電池（ボタン電池を含む）は「不燃

ごみ」から「資源ごみ」に変わり、ごみステーションでのカゴ回収になります
　■衣類（汚れた物や下着類を除く）は「可燃ごみ」から「資源ごみ」に変わります
　■「粗大ごみ」の一斉収集を廃止し、戸別回収またはクリーンセンターへの直接持ち込みにな

ります

 久米地域では
　■プラスチック製品・ゴム類・ビニール類は「不燃ごみ」から「可燃ごみ」に変わります
　■プラスチック容器包装は「可燃ごみ」から、新たに「プラスチック容器包装」の区分で分別

するようになります
　■ペットボトルが、ごみステーションでの網袋回収になります
　■「粗大ごみ」の、ごみステーションでの回収を廃止し、戸別回収またはクリーンセン

ターへの直接持ち込みになります

　
　■町内のごみステーションなどでの資源ごみの回収は、以下の６種類に分別して出してください
　　「缶」「びん（無色）」「びん（茶色）」「びん（青・緑・黒、他）」「ペットボトル」「乾電池、蛍光灯、水銀式体温計」
です。出し方については、「缶・びん・乾電池・蛍光灯・水銀式体温計」は指定の青色のカゴへ、「ペットボトル」は指
定の青色の網袋に入れるようになります

　※「古紙類・古布類」は津山圏域クリーンセンターへ直接持ち込むか、町内や学校などで行われる集団（廃品）回収
や青空リサイクルプラザなどをご利用ください

　※マンションやアパートにお住まいの人は、ごみの出し方が異なる場合がありますので、管理人または不動産会社へ
ご確認ください

　※「粗大ごみ」の戸別回収について、詳しくは環境事業所、各支所・出張所担当課にお問い合わせください

 区分 袋の色 価格（10枚入り、税込）
 

可燃ごみ
 

緑色
 10ℓ＝80円、20ℓ＝160円、

   30ℓ＝240円、45ℓ＝450円
 不燃ごみ 透明 20ℓ＝160円、30ℓ＝240円 
 プラスチック容器包装 ピンク色 30ℓ＝160円、45ℓ＝240円

　
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

 地域 受付期間 事前申し込み先
 津山地域  環境事業所☎22-8255
 加茂地域 

11月２日㈪～
 加茂支所市民生活課☎32-7032

 阿波地域  阿波出張所地域振興課☎32-7042
 勝北地域  勝北支所市民生活課☎32-7022
※久米地域では、３月９日まで、事前申し込みをすると、津山圏域西部衛生施設組
　合（☎54-0572）に搬入できます。詳しくは、久米支所市民生活課（☎32-7012）
　へお問い合わせください

11月16日㈪～
12月18日㈮

戸別回収のみ 粗大ごみの種類によ
り料金が異なります

郵便局以外の金融機関で処理手数料を支払
い、環境事業所へ連絡してください
翌営業日の午後から回収に伺います

 〈緑色〉　　　 〈透明〉　    〈ピンク色〉

*2 津山地域の「粗大ごみ」の直接持ち込みができない期間中の取り扱い

*1 津山圏域クリーンセンター直接持ち込みの申し込み先（３月10日以降は事前申し込み不要）

可燃ごみ 不燃ごみ プラスチック
　容器包装

津山圏域クリーンセンター（領家）の稼働に伴い 環境事業所（小桁焼却場）でのごみの受け入れを停止します
～ごみステーション・拠点回収場所での収集は従来どおり行います～

■問環境事業所☎22-8255

※平成28年４月からのごみの分別・出し方などについて、詳しくは折り込みの「ごみの分別・出し方ガイ
　ドブック」「ごみの分別・出し方ポスター」をご覧ください

 そのほかの注意点

ごみ区分 地域 搬入日
直接持ち込みの事
前申し込みの要・
不要

注意点
料金（税別）
上段 : 家庭系
下段:事業系

津山地域
加茂・阿波地域 11月16日㈪～

必要 *1 指定ごみ袋に入って
いても有料です

50円／10㎏
70円／10㎏勝北地域 １月11日㈷～

久米地域 ３月10日㈭～ 不要
津山地域
加茂・阿波地域
勝北地域

12月21日㈪～ 必要 *1
試験運転のため搬入
できない日がありま
す *2 50円／10㎏

70円／10㎏
久米地域 ３月10日㈭～ 不要 ３月末までは地点収

集を継続します
津山地域
加茂・阿波地域
勝北地域
久米地域

３月10日㈭～ 不要

指定ごみ袋に入って
いても有料です。
産業廃棄物は搬入で
きません

50円／10㎏

津山地域
加茂・阿波地域
勝北地域
久米地域

３月10日㈭～ 不要 分別して搬入してく
ださい

無料
70円／10㎏

可燃ごみ

粗大ごみ

不燃ごみ･プラ
スチック容器
包装･蛍光灯、
乾電池など

資源ごみ（缶
･びん･ペット
ボトル･古紙･
古布）

 持ち込み不可期間 期間中の取り扱い 料金 手続き
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市政だより

　市では、森林が持つ多面的な機能を持続的に発揮させ、次世代に引き継ぐために「津山市森づくり条例」や
「津山市森づくり基本計画」を策定しています。その中で、毎年10月を津山市「森づくり月間」とし、森林の
魅力や大切さについて多くの人に知ってもらう取り組みを行っています。この機会に、森林の魅力について再
認識してみませんか。 

10月は津山市「森づくり月間」です
■問森林課☎32-207８

　県農地中間管理機構では、農業後継者や集落営農などの「担い手」に、農地を集積・集約する農地中間管理
事業を進めています。農地を貸したい人や借りたい人は、ご相談ください。
県農地中間管理機構を活用した農地の貸し借りの流れ

※借り受けできる農地や農地を借り受けできる人(法人)には、条件があります
※詳しくは、お問い合わせください

農地中間管理機構をご活用ください
■問農業振興課☎32-2079

　認知症について正しく理解し、身近な人への声掛けや見守りをすることで、認知症の人やその家族を支える
ことができます。認知症について正しい知識を身に付けましょう。
認知症ってどんな病気？
　さまざまな原因で脳の細胞が死んでしまったり、働きが
悪くなったりすることで、記憶・判断力が低下し、社会生
活や対人関係に支障が出てくる状態のことをいいます。
　また、高齢者に限らず働き盛りの年代でも発症し、誰で
もかかる可能性がある脳の病気です。 
「加齢によるもの忘れ」と「認知症のもの忘れ」との違い

認知症かな？ と思ったら  
　認知症は原因によっては、早期に発見して適切な対応をとることで進行を抑えることができます。身近な人
の異変に気づいたら早めにかかりつけ医に相談したり、専門の医療機関に受診したりしましょう。
　地域包括支援センターでは「認知症サポーター養成講座」や「認知症ささえあえるまちづくり講座」を行っ
ています。詳しくは、お問い合わせください。 

みんなでささえよう！認知症
■問高齢介護課（市役所１階11番窓口）☎32-2070、地域包括支援センター☎23-1004

公共交通をご利用ください
■問経済政策課☎32-2075

　自家用車の普及などにより、バスや鉄道などの公共交通を
利用する人は、年々、減少し続けています。 
　公共交通は、自動車の運転免許証を持たない高齢者や学生
などにとって大切な移動手段です。
環境問題が深刻化する中「地球に優
しい移動手段」としても見直されて
います。皆さん、公共交通を利用し
ましょう。

公共交通を利用するメリット
環境にやさしい　一度に多くの人が利用することで二酸化
炭素排出量の削減につながる

渋滞緩和　自動車利用を控え、公共交通を利用することで
道路の渋滞緩和につながる

健康増進　駅やバス停、目的地まで徒歩で移動することで
運動量が増え、健康増進につながる

津山市総合防災訓練の
実施について

■問危機管理室☎32-2042

　市では、大規模な地震により、市内に大
きな被害が発生したという想定で、避難誘
導・救出救護などの災害応急対策訓練を、
市民の皆さんと防災関係機関、市が連携し
て実施します。
とき　11月８日㈰午前９時～11時30分
（雨天中止）
ところ　吉井川南岸河川敷（横山）
※訓練の観覧もできます。詳しくは、お問
い合わせください
<体験コーナー>
時間　午前９時～正午
内容　地震体験車、降雨
体験機の体験

認知症の種類（例）
アルツハイマー型認知症　脳内に異常なた
んぱく質が溜まって神経細胞が破壊され、
脳が委縮します。徐々に進行し、次第に
時間や場所の感覚が無くなります。
脳血管性認知症　脳の血管が詰まったり、
破れたりすることで脳細胞が破壊されま
す。段階的に進行し、意欲低下や複雑な
作業ができなくなります。
レビー小体型認知症　脳内に溜まったレビ
ー小体という異常なたんぱく質により神
経細胞が破壊され、現実にない物が見え
る幻視や手足の震えなどの症状が現れ、
症状の変動が大きいことが特徴です。

加齢によるもの忘れ 認知症によるもの忘れ
体験したこと 一部を忘れる 全てを忘れる
物忘れの自覚 ある ない

約束したこと うっかり忘れてしま
う

約束したこと自体を忘
れる

時間の感覚 曜日や日付を忘れる 月や季節を忘れる

食事のこと 何を食べたか忘れる 食べたこと自体を忘れ
る

A. 森林には次のような魅力があります。
　 まず、木材は再生可能な資源であり、調
湿機能や断熱効果があることが魅力です。
　 また、森林には水などの豊かな自然環境
を育む機能があります。木が土に根を張る
ことで土をつかまえ、土砂崩れが起こりに
くくなります。さらに、雨や雪解け水が土
に浸み込み、水を蓄えることや、葉が光合
成をして二酸化炭素を吸収し酸素を発生さ
せることなど、自然環境を守るさまざまな
機能を持っていることも魅力です。

第16回
森林を考える岡山県民のつどい
～森に親しみ、考えることは、森林づくりの
第一歩～
とき　10月24日㈯午前10時～午後２時30分
ところ　グリーンヒルズ津山（大田）
内容　基調講演、パネルディスカッショ
ン、無料苗木の配布、木工教室、花木・
果樹苗木の展示販売など
参加費　無料
■問森林を考える岡山県民のつどい実行委員会
　事務局（議会事務局内）☎32-2140

Q. 森林の魅力って何ですか？
　森づくり月間というこの機
会に、森林づくりに関するイ
ベントなどに参加し、森林の
魅力に触れてみませんか。

　木は木材として利用するだけでなく、
わたしたちの暮らしにも密接に結びつい
ているのですね。この資源を、次の世代
にも引き継いでいきたいですね。 

農地を
貸したい人
（貸し手）
経営規模の縮
小や離農して
農地を貸した
い人

農地を
借りたい人
（借り手）
経営規模を拡
大したい農業
法人や担い手
など

県農地中間管理機構

③貸し手と借り手を
リスト化し、条件
に合う農地と借り
手を探す
（マッチング）

市農業振興課
農業委員会●①貸し付け申し出 ●②借り受け申し出

●④県農地中間管理機構が
　農地を借り受ける 

●⑤県農地中間管理
　機構が農地を貸
　し付ける  

相談先　　農地を貸したい人　市農業振興課☎32-2079　　　　　農地を借りたい人　県農地中間管理機構美作支部☎23-1325
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就職促進メニュー

情報チャンネルホームページ　求職者や企業にセミ
ナーなどの開催情報をホームページで紹介

マッチングフェア　求職者と企業のニーズを合わせ
る合同就職面接会を開催

ＩＪＵターンフェア　都市部のＩＪＵターン希望者
を対象に移住相談会で就業支援

雇用創出実践メニュー

モノづくり企業の技術情報共有・発信事業　加工技
術力を展示会や技術会などでＰＲ

地域資源を生かした製品群のブランド化と販路拡
大事業　高品質な地域製品をブランド化し全国に発
信

人材育成メニュー

農林業支援型事業の体験セミナー　農林業を体験し
ながら学ぶ研修で、販路拡大やＩＴ導入など、農
林業の創業を支援

基本人材レベルアップ研修
　とき　11月21日㈯、24日㈫午前10時～午後３時
ところ　津山勤労者総合福祉センター（勝部）　

　内容　早期就労を目指し、どの業種にも通用する基
　本スキルを習得する研修　対象　求職者

　定員　20人　締め切り　11月13日㈮ 

雇用拡大メニュー

事業拡大に向けた人材活用戦略セミナー　人材の
採用戦略や育成方針などを習得

中核的技術者等育成研修　企業の管理者が経営課
題の解決策を習得

機械加工標準・ＮＣフライス技術教育研修　販
路・事業拡大のため、機械加工技術を習得

難削材加工技術者育成研修　新分野であるステン
レスなどの難削材の切削加工の技術者を育成

商品ブランド力向上のためのプロモーション映像
制作セミナー　商品のブランド化や販路拡大を目
指し、映像を活用したＰＲ方法を学習

実践メニュー成果物公開セミナー　開発商品やノ
ウハウなどを地域に公開する方法を学習

ＣＡＤ利用技術教育研修　設計の効率化、企画力
の向上を目指したＣＡＤの研修

産業技術能力養成セミナー
　とき　11月20日㈮、21日㈯午前９時～午後５時
　ところ　市役所東庁舎１階会議室
　内容　販路や事業の拡大のため、品質測定の問
題解決能力を習得する講座　

　対象　企業において中核的な役割を担う立場と
なる予定の人　

　定員　20人　締め切り　11月13日㈮

　市では、就職促進や雇用創出などのために、さまざまなメニューで求職者や企業を支援しています。申込方
法など、詳しくはお問い合わせください。

就職支援のメニュー紹介
■問仕事・移住支援室（津山圏域雇用労働センター内：山下）☎24-3633

　平成28年度の保育園（所）、市立幼稚園、認定こども園の入園児を募集します。  
　平成28年度からは、しらゆり幼稚園（私立）と勝北風の子こども園（市立）が、幼稚園と保育園（所）の両方の機
能を備えた認定こども園となります。詳しくは、お問い合わせください。

平成28年度入園児を募集します
■問こども課（津山すこやか・こどもセンター内）☎32-7028

　平成28年１月の社会保障・税番号制度（マイナンバー制度）の施行に伴い、民間事業者も税や社会保障の手
続きで従業員などのマイナンバーを取り扱う必要があります。源泉徴収票の作成や雇用保険の届け出など、マ
イナンバーの利用にご協力ください。詳しくは、お問い合わせください。  
■社会保障・税番号制度の最新情報やお問い合わせ  
　内閣官房ホームページ　http://www.cas.go.jp/jp/seisaku/bangoseido/index.html  
　全国共通ナビダイヤル　☎0570-20-0178（通話料がかかります）  
　受付時間 平日＝午前９時30分～午後10時（年末年始を除く、平成28年３月31日までの期間）  
 土・日曜日＝午前９時30分～午後５時30分
■国税に関する社会保障・税番号制度（法人番号を含む）の最新情報  
　国税庁ホームページ　https://www.nta.go.jp/mynumberinfo/index.htm 

民間事業者の皆さんへ
社会保障・税番号制度（マイナンバー制度）の利用にご協力ください

■問行財政改革推進室（市役所６階）☎32-2028

　津山広域都市計画の変更原案の縦覧と公聴会を開催します。公聴会に出席して意見を述べようとする人は、
事前に公述申立書を提出してください。
変更内容　汚物処理場の設置場所の変更

※縦覧期間中に公述申立書の提出がなかった場合は、公聴会は中止されます。その場合は市ホームページでお
知らせします

原案の縦覧・公述申立書
縦覧内容　津山広域都市計画汚物処理場の変更原
案（川崎地内）

縦覧期間　10月23日㈮～11月６日㈮午前８時30
分～午後５時15分

縦覧場所　都市計画課、津山圏域衛生処理組合事
務局

公述申立書の提出方法　縦覧期間内に縦覧場所に
備え付けの用紙に意見を記入し、都市計画課ま
たは津山圏域衛生処理組合事務局に、直接また
は郵送で提出

公聴会
とき　11月26日㈭午後２時～４時
ところ　市役所２階大会議室
意見を述べることができる人　津山市民または利
害関係がある人。同じ趣旨の意見などが多数あ
る場合は、公述人を選定し公述時間を制限する
ことがあります。原案に関係のない意見を述べ
ることはできません

傍聴人の定員　80人（先着順） 

津山広域都市計画の変更原案の縦覧・公聴会
■問〒708-8501津山市山北520都市計画課(市役所5階)☎32-2096　　  
〒708-0841津山市川崎458津山圏域衛生処理組合事務局☎26-1352

募集期間　11月２日㈪～30日㈪
保育料　世帯状況や所得状況、年齢など
　　　　によって決定します
※保育園（所）、市立幼稚園、認定こども園の併願申請もできます   

募集
募集

保育園(所)及び
認定こども園(保育時間利用希望)

募集対象　市内在住で小学校就学前の保育を必要と
する乳幼児  

申込方法　申請書などに記入し、こども課、各支所
市民生活課または入所希望の園（所）に提出

新規・転園申請者への面談期間　12月７日㈪～18日
　㈮
■問こども課☎32-7028、または市内各園（所）

市立幼稚園及び
認定こども園（教育時間利用希望：市立のみ）
募集対象　市立幼稚園＝市内在住で平成22年４月
２日～平成24年４月１日生まれの幼児

　市立認定こども園＝市内在住で平成22年４月２
日～平成25年４月１日生まれの幼児

申込方法　申請書などに記入し、入所希望の園に提
出

※市立認定こども園は、こども課または勝北支所で
も受け付けできます

■問市内各園またはこども課☎32-7028、勝北支所市
民生活課☎32-7023
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　年に１度は、自分の体の健康状態を知るために健(検)診を受けましょう。
　市では、集団健(検)診を実施します。今年から、仕事や家庭の都合で日中、受診できない人のために午後５
時から７時までの時間帯を設けています。
　また、集団健(検)診のほかに、基本項目のみ診査する特定健診(簡易版)も実施します。受診を希望する人は、
お申し込みください。

集団健(検)診の日程（12月３日～５日）

ところ　津山すこやか・こどもセンター　申込方法　健康増進課に電話で申し込む
※定員になり次第締め切りますので、お早めにお申し込みください
※受診券の再発行や無料クーポン券の再発行、受診料の減免申請ができます(印鑑要)
※午後の集団健(検)診では、託児サービスも行っています。詳しくは、お問い合わせください

特定健診（簡易版）の日程

申込方法　健康増進課に電話で申し込む
※減免券をお持ちの場合でも、料金は変わりません
※津山市国民健康保険被保険者以外は対象になりません

集団健（検）診・特定健診（簡易版）を行います
■問健康増進課（津山すこやか・こどもセンター内）☎32-2069

　市では、市民活動団体や事業者などと協働で、地域で抱えるさまざまな課題の解決に向け「公募提案型協働
事業」に取り組んでいます。イベントなどに参加してみませんか。

地域チャレンジ！ 公募提案型協働事業
■問協働推進室☎32-2032

　市では、体外受精や顕微授精（特定不妊治療）を受けた夫婦への治療費の助成制度を拡充します。従来の助
成額（10万円）に加え、一定の男性不妊治療を行った場合に助成額を上乗せします。
上乗せする助成額　１回の治療につき15万円（上限）
　※１年度につき２回まで（最初に助成を受けた年度から５年度の間に通算４回まで）
支給要件　平成27年４月以降に、特定不妊治療として精巣や精巣上体から直接精子を採取する治療を行った場合
※申請方法など、詳しくはお問い合わせください

男性不妊治療支援事業助成制度の拡充
■問健康増進課☎32-2069

乳
が
ん
検
診

健（検）診名 対象
料金

69歳以下 70歳以上 ３日㈭ ４日㈮・５日㈯
受付時間

 特定健診 40～74歳の国民健康保険被保険者 1,000円 500円
 高齢者健診 後期高齢者医療制度の被保険者  500円

 結核・肺がん検診
 結核：65歳以上の人 

400円 200円
   肺がん：40歳以上の人
 大腸がん検診 40歳以上の人 500円 300円
 前立腺がん検診 50～69歳の男性 500円
 肝炎ウイルス検診 40歳以上で未受診の人 600円 300円
 胃がん検診 40歳以上の人 1,300円 500円
 子宮頸がん検診 20歳以上の女性 1,300円 500円
  視触診 30歳以上の女性 400円 200円
  視触診・マンモ　

40～69歳の女性 1,700円
  グラフィ併用

8:00～10:00
13:00～14:00
17:00～19:00

8:00～10:00

13:00～14:00
17:00～19:00

8:00～10:00

13:00～14:00

発 行 総 額
募 集 期 間
利 率
利 払 日
発 行 日
償 還 年 限
購 入 対 象
購 入 限 度 額
取り扱い金融機関

必 要 書 類 な ど

２億円
11月12日㈭～20日㈮（金融機関休業日は除く）先着順。売り切れ次第終了
11月11日㈬決定（国債利回りを参考に若干上乗せして決定）
半年ごと（5月25日・11月25日）
11月30日㈪
５年満期一括償還。償還日は平成32年11月25日
市内に在住または通勤する20歳以上の個人、または市内に営業拠点などがある法人
１人（事業者）10万円～500万円（10万円単位）
津山信用金庫本店及び市内各支店
購入時に取り扱い金融機関窓口へ預金通帳、通帳の届出印、身分証明書（運転免許証・健康
保険証など）をお持ちください

※発行に関することなど、詳しくはお問い合わせください

　市では、今年度も住民参加型の市場公募債「つやまっ子・未来債」を発行します。
「つやまっ子・未来債」は、市債の１つで、市民の皆さんから資金をお預かりして、
津山の未来を担う子どもたちのための事業の財源としています。
　今年度は、大田地内に建設予定の一宮保育所の移転新築事業に活用します。

「つやまっ子・未来債」を発行します
■問財政課☎32-2020

子育て支援講座
～自分･子育て応援プログラム～

とき　10月26日㈪・11月16日㈪午前10時～正午
ところ　津山すこやか・こどもセンター
内容　子どもへの接し方などを学ぶ講座や参加者
によるグループワーク

対象　幼児期・学童期の子を持つ保護者
定員　20人（先着順）
締め切り　10月20日㈫
持ってくるもの　筆記用具
※できるだけ２回ともご参加ください
※申込方法など、詳しくはお問い合わせください
問津山手をつなぐ親の会（二木さん）☎31-1402

作州民芸館で城西再発信
～ハロウィン婚活イベント～

とき　10月31日㈯午後５時～８時30分
ところ　作州民芸館（西今町）
内容　婚活パーティー、バーベキューなど
対象　20～49歳の独身者で、市内に在住または勤
務する人

定員　男女各15人（応募者多数の場合は抽選）
参加費　男性＝3,000円、女性＝2,000円
締め切り　10月20日㈫
※申込方法など、詳しくはお問い合わせください
問ＮＰＯ法人つやま城西ほりおこし隊（城西公民
館内）☎31-0102

国指定文化財を活用した地域文化向上事業
　国指定重要有形民俗文化財である農村歌舞伎舞台「田熊の舞台」で、
国指定40周年を記念した芸能文化発表会を開催します。
とき　11月１日㈰午前11時～午後３時30分　
ところ　田熊八幡神社（田熊）
内容　地域の子どもたちによる踊りの発表、地域住民による和太鼓演
　奏、なのはなファミリー(勝央町)のミュージカル上演など
問田熊町内会（柿内さん）☎090-4573-4606 田熊の舞台田熊の舞台

現在の一宮保育所現在の一宮保育所

年齢：平成28年３月31日現在

年齢：平成28年３月31日現在
  診査項目  対象 料金  ところ 日にち  受付時間
 問診・身体測定・診察・血 40～74歳の国  勝北保健福祉センター（新野東） 11月12日㈭ 9:00～11:00
 圧・尿（糖・蛋白）・血液（脂 民健康保険被保 200円 城西公民館（小田中） 11月16日㈪ 9:00～11:00
 質・肝機能・耐糖能） 険者  市役所２階大会議室前 2月29日㈪ 13:00～15:00
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　９月６日～27日、津山市民総合音楽祭が行われました。
　今回は、津山文化センター開館50周年記念事業として
開催され、合唱をはじめ、箏や尺八などの日本音楽やクラ
シック、軽音楽など、さまざまなジャンルの音楽がベルフ
ォーレ津山や津山文化センターで奏でられました。

　９月５日～10月４日、津山洋学資料館（西新町）
で秋季企画展「解剖図の世界－江戸から現在へ－」
が開催され、多くの人が観覧に訪れました。
　来館した小原龍二さん（伏見町）は「現代の医学
の発展は、当時の医師たちが人体の内部を自分の
目で確かめて真理を追究したいという、熱意と努
力のおかげであることを実感しました」と話して
くれました。

い　 ま

こと

音色と歌声で聴衆を魅了
2015津山市民総合音楽祭

江戸時代と現代の解剖図がずらり！
津山洋学資料館秋季企画展「解剖図の世界」

楽しみながら津山城の歴史を学習
「城熱！ 津山城かるた」かるた取り大会

幼児男女形の部　優勝（加藤一翔さん）
一般男子無差別級組手の部・団体戦大
学組手の部　優勝（市本寛さん）
　８月に大阪府で開催された大会で、
加藤一翔さん（志戸部）と市本寛さん
（津山市出身･大学生）が優勝しました。

　加藤さんは「優
勝できてうれしい
です。次の大会で
も優勝できるよう、
稽古をがんばりま
す」と今後の抱負
を話してくれまし
た。
　また、市本さん

は「一般男子無差別級では、無心で集
中できたので初戦から決勝戦まで、相
手に１ポイントも取
られませんでした。
師範やコーチにしっ
かりと指導していた
だいたおかげです。
夏休み期間中、しっ
かりと練習できたこ
とも良かったと思い
ます」と話してくれ
ました。

第55回空手道糸東会全国選手権大会

加藤一翔さん加藤一翔さん

作陽高等学校ゴルフ部
　８月に山口県で開催された大会で、作陽高等学校ゴ
ルフ部が優勝しました。
　主将の古川茉由夏さん（３年生）は「選手一人ひとり
が力を出し切った結果が優勝につながったと思います。
応援していただいた
皆さんのおかげで、
暑い日が続く中での
大会を頑張り抜くこ
とができました」と
話してくれました。

平成27年度全国高等学校ゴルフ選手権大会優勝

作陽高等学校サッカー部フットサルチーム
　８月に宮城県で開催された大会で、作陽高等学校サ
ッカー部フットサルチームが優勝しました。
　主将の柴田祥吾さん（３年生）は「優勝できてうれし
いです。練習試合をしていただいた社会人チームの
方々や、体育館を貸
してくださった地域
の皆さんの協力や応
援があったおかげで
す」と話してくれま
した。

第２回全日本ユース（Ｕ-18）フットサル大会優勝

市本寛さん市本寛さん

じょうねつ

お
笑
い
芸
人
を
目
指
す
き
っ
か
け
は
？

　

中
学
生
の
時
、
友
人
の
勧
め
で
お
笑

い
コ
ン
ビ
・
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
の
松
本
人

志
さ
ん
が
出
演
し
て
い
た
テ
レ
ビ
番
組

「
一
人
ご
っ
つ
」
を
見
て
、
松
本
さ
ん

が
一
人
で
い
ろ
い
ろ
な
ボ
ケ
を
し
て
、

周
り
の
み
ん
な
か
ら
笑
い
を
取
っ
て
い

る
こ
と
に
衝
撃
を
受
け
、
自
分
も
や
っ

て
み
た
い
と
思
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で

す
。
　

そ
の
後
、
さ
ま
ざ
ま
な
お
笑
い
番
組

を
見
て
い
る
う
ち
に
、
観
客
が
笑
っ
た

り
喜
ん
だ
り
す
る
姿
を
見
て
、
自
分
自

身
が
幸
せ
な
気
分
に
な
る
こ
と
に
気
付

き
、
お
笑
い
芸
人
と
い
う
仕
事
に
、
ま

す
ま
す
興
味
が
湧
い
た
の
で
、
高
校
卒

業
後
、
吉
本
総
合
芸
能
学
院
（
Ｎ
Ｓ

Ｃ
）
大
阪
校
に
入
学
し
ま
し
た
。

お
笑
い
芸
人
と
し
て
の
苦
労
は
？

　

一
番
苦
労
す

る
の
は
ネ
タ
作

り
で
す
ね
。
与

え
ら
れ
た
時
間

内
で
、
ど
う
す

れ
ば
人
が
笑
う

の
か
全
体
の
構

成
な
ど
を
考
え
ま
す
が
、
い
ざ
考
え
る

と
面
白
い
こ
と
が
な
か
な
か
出
て
こ
な

い
ん
で
す
。
そ
れ
を
乗
り
越
え
て
、
ネ

タ
が
で
き
あ
が
っ
た
時
の
達
成
感
は
と

て
も
大
き
い
で
す
。　

今
後
の
目
標
は
？

　
テ
レ
ビ
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
に
た
く
さ

ん
出
演
し
て
、
自
分
の
こ
と
を
知
っ
て

も
ら
い
、
た
く
さ
ん
の
人
を
笑
わ
せ
た

い
で
す
ね
。

　
そ
し
て
、
自
分
が
活
躍
す
る
こ
と
で
、

幼
い
こ
ろ
か
ら
育
っ
た
ま
ち
で
あ
り
、

わ
た
し
の
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
で
あ
る
津

山
を
全
国
に
ア
ピ
ー
ル
で
き
れ
ば
、
う

れ
し
い
で
す
。

　
11
月
29
日
に
は
、
ア
ル
ネ
・
津
山
で

開
催
さ
れ
る
物
産
展
の
イ
ベ
ン
ト
（
作

州
津
山
商
工
会
主
催
）
に
出
演
し
ま
す
。

津
山
を
元
気
に
し
た
い
と
い
う
思
い
を

込
め
「
元
気
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
新
ネ

タ
を
考
え
て
い
ま
す
。
当
日
は
、
会
場

を
盛
り
上
げ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
旧
友
や
知
り
合
い
の
人
た
ち
に
、

成
長
し
た
な
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

頑
張
り
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、皆
さ
ん
見
に
来
て
く
だ
さ
い
！

お笑いで、みんな
を元気にしたい！

本名：河本健斗さん。1984年生
まれ。ものまねのレパートリーは
700個を超え、手を使わずにジー
ンズを履くという特技を持ってい
ます。テレビ番組のR-1ぐらんぷり
2009、2011、2013で準決勝に
進出するなど、東京を中心に全国
で活動中です

お笑い芸人

（津山市日本原出身）

　８月30日、津山城（鶴山公園）内鶴山館で、津山
城を題材に製作された「城熱！津山城かるた」を
使ったかるた取り大会が行われ「朝顔の半鐘釣ら
れる天守閣」などの句が読み上げられると、参加
者たちは身を乗り出して札を取り合っていました。
　参加した田口蓮夢さん（鶴山小３年生）は「津山
城は初代津山藩主・森忠政によって築かれたこと
などを知ることができ、勉強になりました。小学
３・４年生の部で優勝でき、うれしいです」と話
してくれました。
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け
い
じ
ば
ん

お
知
ら
せ

鶴
山
塾
休
日
相
談
・
延
長
相
談

　
悩
み
を
持
つ
子
や
保
護
者
か
ら

の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

と
き　

休
日
相
談
＝
11
月
７
日

㈯
・
８
日
㈰
午
後
１
時
～
４
時
、

延
長
相
談
＝
11
月
13
日
㈮
午
後

８
時
ま
で

と
こ
ろ　
鶴
山
塾
（
山
下
）

問
鶴
山
塾
☎
22
‐
２
５
２
３

身
体
障
害
者
巡
回
更
生
相
談

と
き　
11
月
19
日
㈭
午
前
11
時
～

正
午

と
こ
ろ　
神
南
備
園
（
大
谷
）

相
談
科
目　
肢
体
不
自
由
、
聴
覚

障
害

持
っ
て
く
る
も
の　
印
鑑
、
身
体

障
害
者
手
帳
、
使
用
中
の
補
装

具
、
年
金
額
の
わ
か
る
も
の

申
込
方
法　
障
害
福
祉
課
に
電
話

ま
た
は
直
接
申
し
込
む

問
障
害
福
祉
課
（
市
役
所
１
階
10

　

番
窓
口
）
☎
32
‐
２
０
６
７
、

　

薨
32
‐
２
１
５
３

「
相
談
」
は
23
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

し
て
い
ま
す

農
地
法
許
可
申
請
の

締
め
切
り
日
変
更

　
12
月
審
査
分
の
締
め
切
り
日
を

次
の
と
お
り
変
更
し
ま
す
。

締
め
切
り
日　
11
月
16
日
㈪

問
農
業
委
員
会
事
務
局
（
農
業
振

興
課
内
：
市
役
所
４
階
）
☎
32

‐
２
１
５
９

10
月
は
里
親
月
間
で
す

「
里
親
に
な
り
ま
せ
ん
か
？
」

　
里
親
と
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情

で
家
族
と
一
緒
に
生
活
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
子
を
自
分
の
家
庭
に

迎
え
入
れ
、
育
て
る
人
の
こ
と
で

す
。
里
親
に
な
り
た
い
人
は
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
津
山
児
童
相
談
所（
山
北
）☎
23

　

‐
５
１
３
１

社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保

険
料
）控
除
証
明
書
の
送
付

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
税
の
申

告
の
際
、
社
会
保
険
料
控
除
の
対

象
に
な
り
ま
す
。
日
本
年
金
機
構

か
ら
控
除
証
明
書
が
届
い
た
人
は
、

税
の
申
告
を
す
る
際
に
必
要
で
す

の
で
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

送
付
時
期　
11
月
上
旬

※
10
～
12
月
に
今
年
初
め
て
国
民

年
金
保
険
料
を
納
付
す
る
人
へ

の
送
付
時
期
は
、
平
成
28
年
２

月
上
旬

問
津
山
年
金
事
務
所（
田
町
）☎
31

　

‐
２
３
６
３

「
プ
ラ
ス
ワ
ン
休
暇
」の
奨
励

　
10
月
は
年
次
有
給
休
暇
取
得
促

「
先
人
の
あ
ゆ
み
」
バ
ス
ツ

ア
ー
参
加
者

　
地
域
の
発
展
に
尽
力
し
た
先
人

た
ち
の
足
跡
を
訪
ね
ま
す
。

と
き　
11
月
９
日
㈪
午
前
９
時
～

午
後
４
時

と
こ
ろ　
津
山
総
合
体
育
館
集
合

行
き
先　

田
淵
政
代
生
家
（
戸

脇
）、
山
本
実
科
高
等
女
学
校

跡
（
桑
下
）、
久
米
歴
史
民
俗

資
料
館
（
中
北
下
）、
大
林
家

旧
宅
（
宮
部
下
）
な
ど

対
象　
小
学
生
以
上

定
員　
25
人
（
先
着
順
）

参
加
費　
２
千
円（
昼
食
代
含
む
）

申
込
方
法　
電
話
ま
た
は
直
接
申

し
込
む

締
め
切
り　
10
月
30
日
㈮

問
人
権
啓
発
課
（
ア
ル
ネ
・
津
山

５
階
）
☎
31
‐
０
０
８
８

「
８は

ち

０ま
る

２に

０ま
る

」運
動 

達
成
者

　
丈
夫
な
歯
を
保
ち
、
健
康
な
食

生
活
を
送
っ
て
い
る
人
を
表
彰
し

ま
す
。

対
象　
平
成
27
年
12
月
31
日
現
在

で
満
80
歳
以
上
で
、
自
分
の
歯

が
20
本
以
上
あ
る
人

応
募
方
法　
か
か
り
つ
け
歯
科
医

ま
た
は
健
康
増
進
課
に
相
談
し
、

応
募
す
る

締
め
切
り　
11
月
27
日
㈮

問
健
康
増
進
課
☎
32
‐
２
０
６
９

訓
練
場
所　
津
山
圏
域
雇
用
労
働

セ
ン
タ
ー
（
山
下
）

対
象　
求
職
中
の
人

定
員　
15
人

受
講
料　
無
料（
教
材
費
別
途
要
）

申
込
方
法　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
津
山

（
山
下
）に
相
談
し
、
申
し
込
む

締
め
切
り　
11
月
11
日
㈬

問
北
部
高
等
技
術
専
門
校（
川
崎
）

☎
26
‐
１
１
２
５

障
害
者
就
職
面
接
会 

参
加
者

と
き　
10
月
28
日
㈬
午
後
１
時
30

分
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　
津
山
鶴
山
ホ
テ
ル
（
東

新
町
）

定
員　
１
０
０
人
程
度

申
込
方
法　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
津
山

に
電
話
ま
た
は
直
接
申
し
込
む

※
当
日
参
加
も
可

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
津
山
☎
35
‐

２
６
７
４

ご
推
薦
く
だ
さ
い

優
良
従
業
員 

表
彰
者

対
象　
平
成
27
年
10
月
１
日
現
在

で
同
一
の
事
業
所
に
15
年
以
上

勤
務
し
、
他
の
従
業
員
の
模
範

と
な
る
人
（
今
ま
で
に
表
彰
を

受
け
て
い
な
い
こ
と
）

推
薦
者　
津
山
圏
域
の
中
小
企
業

の
事
業
者

負
担
金　
被
推
薦
者
１
人
に
つ
き

４
千
円

締
め
切
り　
10
月
23
日
㈮

■
表
彰
式
・
記
念
講
演

と
き　
11
月
26
日
㈭
午
後
１
時
30

分
～
３
時

と
こ
ろ　
津
山
鶴
山
ホ
テ
ル

問
津
山
広
域
事
務
組
合
（
山
下
）

☎
24
‐
３
６
３
３

岩
屋
城
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
参
加
者

～
秋
の
自
然
と
歴
史
を
満
喫
！
～

と
き　
11
月
１
日
㈰
午
前
９
時
～

と
こ
ろ　
喬
松
小
学
校（
坪
井
上
）

集
合

参
加
資
格　
２
～
５
人
の
チ
ー
ム

※
小
学
生
以
下
の
人
を
含
む
場
合
、

保
護
者
の
同
伴
が
必
要

参
加
費　
１
チ
ー
ム
に
つ
き
千
円

申
込
方
法　
電
話
ま
た
は
直
接
申

し
込
む

締
め
切
り　
10
月
23
日
㈮

問
作
州
津
山
商
工
会
久
米
支
所

（
南
方
中
）
☎
57
‐
３
３
９
８

日曜納税窓口
10月25日㈰ 午前９時～午後４時
納税課（市役所2階1番窓口）

（納期限：11月2日㈪）
10 月　の　納　税

人口 104,120 人 (前月比△22)
　男 49,700 人 (同△11)
　女 54,420 人 (同△11）
世帯 44,822世帯（同±  0）
転入 189 人 転出 198 人
出生    78人 死亡 91　人

８月中のひとの動き
（9月１日現在）

● 市県民税　 第３期
● 国民健康保険料
  （普通徴収） 第４期
● 後期高齢者医療保険料
  （普通徴収） 第４期
● 介護保険料
  （普通徴収） 第５期

進
期
間
で
す
。
休
日
と
連
続
し
た

有
給
休
暇
（
プ
ラ
ス
ワ
ン
休
暇
）

を
取
得
し
ま
し
ょ
う
。

問
岡
山
労
働
局
（
岡
山
市
）
☎
０

　

８
６
‐
２
２
５
‐
２
０
１
５

戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る

特
別
弔
慰
金
の
支
給

　
国
と
し
て
弔
慰
の
意
を
表
す
る

た
め
、
軍
人
・
軍
属
な
ど
と
し
て

戦
争
で
亡
く
な
ら
れ
た
人
の
遺
族

の
う
ち
、
支
給
要
件
を
満
た
す
人

に
対
し
、
特
別
弔
慰
金
を
支
給
し

ま
す
。

支
給
内
容　
記
名
国
債
（
額
面
25

　
万
円
、年
５
万
円
ず
つ
５
年
間
）

申
請
期
限　
平
成
30
年
４
月
２
日

※
支
給
要
件
や
申
請
方
法
な
ど
、

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い

問
生
活
福
祉
課
（
市
役
所
１
階

12
番
窓
口
）
☎
32
‐
２
０
６
３
、

各
支
所
・
出
張
所
担
当
課

募　
　
集

津
山
工
業
高
等
専
門
学
校

専
攻
科
入
学
生

区
分　
学
力
検
査
選
抜
（
後
期
）、

社
会
人
特
別
選
抜

出
願
期
間　
11
月
24
日
㈫
～
27
日

㈮
試
験
日　
12
月
７
日
㈪

試
験
会
場　
津
山
工
業
高
等
専
門

学
校
（
沼
）

※
出
願
資
格
な
ど
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
津
山
工
業
高
等
専
門
学
校
☎
24

　

‐
８
２
９
２

北
部
高
等
技
術
専
門
校
訓
練
生

■
ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ
ル
科

訓
練
期
間　
12
月
１
日
㈫
～
平
成

28
年
２
月
29
日
㈪

広告の内容などについては、直接広告主へお問い合わせください。

（
有
料
広
告
）

広告の内容などについては、直接広告主へお問い合わせください。
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（
有
料
広
告
）

け
い
じ
ば
ん
（
募
集
）

日曜納税窓口
10月25日㈰ 午前９時～午後４時
納税課（市役所2階1番窓口）

（納期限：11月2日㈪）
10 月　の　納　税

人口 104,120 人 (前月比△22)
　男 49,700 人 (同△11)
　女 54,420 人 (同△11）
世帯 44,822世帯（同±  0）
転入 189 人 転出 198 人
出生    78人 死亡 91　人

８月中のひとの動き
（9月１日現在）

● 市県民税　 第３期
● 国民健康保険料
  （普通徴収） 第４期
● 後期高齢者医療保険料
  （普通徴収） 第４期
● 介護保険料
  （普通徴収） 第５期

津山市第 10 次行財政改革大綱
パブリックコメント 募集

　

　行財政の健全化に取り組むため、
平成28〜32年度の計画を策定しま
す。この計画を策定するため、広
く意見を募集します。
募集期間　10月30日㈮〜11月30日
　㈪必着
応募資格　市内に在住・在勤・通

学する人
応募方法　行財政改革推進室また

は各支所・出張所担当課に備え
付けの様式（市ホームページか
らも印刷可）に記入し、下記へ
郵送・ファクス・Ｅメールまた
は直接提出する
■問〒708-8501津山市山北520
　行財政改革推進室（市役所６階）
　☎32-2028、薨32-2039、*gy
　oukaku@city.tsuyama.okaya
　ma.jp



家族の週間「親子陶芸教室」参加者募集

エ
ス
ぺ
リ
ア

演
題　
キ
ナ
ザ
コ
製
鉄
遺
跡
発
見

40
周
年 -

こ
こ
ま
で
分
か
っ
た

岡
山
の
た
た
ら-

講
師　
光
永
真
一
さ
ん
（
県
古
代

吉
備
文
化
財
セ
ン
タ
ー
職
員
）

問
加
茂
郷
土
史
研
究
会
事
務
局

　
（
前
原
さ
ん
）☎
42
‐
２
０
２
６

第
３
回
め
ぐ
み
荘
介
護
予
防
講
座

「
口
腔
ケ
ア
と
介
護
予
防
」

と
き　
11
月
11
日
㈬
午
前
11
時
～

と
こ
ろ　
百
々
温
泉
の
湯
め
ぐ
み

荘
（
加
茂
町
小
中
原
）

対
象　
60
歳
以
上
の
人

定
員　
40
人
（
先
着
順
）

参
加
費　
千
円
（
昼
食
代
・
入
浴

料
含
む
）

※
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
め
ぐ
み
荘
☎
42
‐
７
３
３
０

モ
ラ
ロ
ジ
ー
生
涯
学
習
セ
ミ
ナ
ー

　
感
謝
や
思
い
や
り
な
ど
の
温
か

い
心
を
育
む
学
問（
モ
ラ
ロ
ジ
ー
）

に
つ
い
て
学
ぶ
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

と
き　
11
月
19
日
㈭
・
20
日
㈮
午

後
７
時
～
９
時
15
分

と
こ
ろ　
グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
ズ
津
山

リ
ー
ジ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

対
象　
中
学
生
以
上
の
人

参
加
費　
１
５
０
０
円

問
津
山
モ
ラ
ロ
ジ
ー
事
務
所
（
高

尾
）
☎
28
‐
６
４
９
８

リ
ー
ジ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

演
題　
認
知
症
８
５
０
万
人
時
代

を
支
え
る
地
域
医
療
と
は
？　

-

病
と
と
も
に
地
域
で
生
き
る-

講
師　
久
田
直
子
さ
ん
（
フ
リ
ー

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）

申
込
方
法　
電
話
ま
た
は
直
接
申

し
込
む

締
め
切
り　
11
月
４
日
㈬

問
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
23

‐
１
０
０
４
（
市
役
所
１
階
）

合
同
企
業
説
明
会 

マ
マ
が
行
く
！ 

お
し
ご
と
キ
ャ
ラ
バ
ン
!!

内
容
・
と
き　
女
性
向
け
事
前
セ

ミ
ナ
ー
＝
11
月
６
日
㈮
午
前
10

時
30
分
～
午
後
０
時
30
分
、
合

同
企
業
説
明
会
＝
11
月
27
日
㈮

午
前
10
時
～
午
後
３
時

と
こ
ろ　
津
山
文
化
セ
ン
タ
ー

対
象　
就
職
を
希
望
す
る
20
～
70

代
の
女
性

※
託
児
あ
り
（
無
料
・
予
約
優
先
）

※
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
輝
く
マ
マ
支
援

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ぱ
ら
マ
マ
（
岡

山
市
）
☎
０
８
６
‐
２
０
６
‐

６
６
１
１

在
宅
医
療
連
携
拠
点
事
業

市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

と
き　
11
月
７
日
㈯
午
後
１
時
30

分
～

と
こ
ろ　
津
山
市
総
合
福
祉
会
館

内
容　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
、
寸
劇

テ
ー
マ　
多
職
種
で
支
え
る
在
宅

医
療
と
看み

取
り

パ
ネ
ラ
ー　
薄
元
亮
二
さ
ん
（
津

山
市
医
師
会
会
長
）、
看
護
師
、

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
な
ど

定
員　
３
０
０
人

申
込
方
法　
電
話
ま
た
は
直
接
申

し
込
む

締
め
切
り　
11
月
４
日
㈬

問
津
山
市
医
師
会
事
務
局
（
椿
高

下
）
☎
22
‐
２
１
６
８

加
茂
郷
土
史
研
究
会
設
立

60
周
年
記
念
歴
史
講
演
会

と
き　
11
月
８
日
㈰
午
後
２
時
～

４
時

と
こ
ろ　
加
茂
町
文
化
セ
ン
タ
ー

津
山
市
体
育
協
会
津
山
武
道
学
園

平
成
27
年
度 

指
導
者
研
修
会

と
き　
11
月
７
日
㈯
午
後
３
時
～

と
こ
ろ　
グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
ズ
津
山

リ
ー
ジ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー（
大
田
）

演
題　
夢
を
追
わ
せ
る
指
導
法

講
師　
川
野
一
道
さ
ん
（
岡
山
県

作
陽
高
等
学
校
柔
道
部
監
督
）

対
象　
一
般
の
武
道
愛
好
家
、
武

道
の
指
導
者
を
目
指
す
人
な
ど

定
員　
４
０
０
人

申
し
込
み　
不
要

問
津
山
市
体
育
協
会
（
津
山
総
合

体
育
館
内
）
☎
24
‐
０
２
０
２

介
護
お
た
す
け
講
演
会

と
き　
11
月
５
日
㈭
午
後
１
時
～

２
時
30
分

と
こ
ろ　
グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
ズ
津
山

参
加
費　
無
料
（
資
料
代
要
）

■
矢
筈
山
登
山
会

と
き　
11
月
８
日
㈰
午
前
９
時
30

分
～
（
雨
天
中
止
）

と
こ
ろ　
千
磐
神
社
（
加
茂
町
知

和
）
集
合

参
加
費　
５
百
円（
保
険
代
な
ど
）

持
っ
て
く
る
も
の　
弁
当
、
飲
み

物
な
ど

問
矢
筈
城
跡
保
存
会（
児
玉
さ
ん
）

☎
42
‐
３
３
４
７

男
女
共
同
参
画 

市
民
企
画
講
座

と
き　
11
月
８
日
㈰
午
後
１
時
30

分
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　
さ
ん
・
さ
ん

演
題　
イ
ラ
ッ
と
し
た
時
の
対
処

術
～
家
庭
で
使
え
る
ア
ン
ガ
ー

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体
験
講
座
～

講
師　
稲
田
尚
久
さ
ん
（
ア
ン
ガ

ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
フ
ァ
シ
リ
テ

ー
タ
ー
）

定
員　
30
人

（
先
着
順
）

申
込
方
法

　
①
住
所
②

　

氏
名
③
電
話
番
号
を
、
電
話
、

フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
直
接
伝
え
、

申
し
込
む

申
込
期
間　
10
月
15
日
㈭
〜
11
月

２
日
㈪

※
託
児
あ
り
（
無
料
・
予
約
要
）

問
さ
ん
・
さ
ん
☎
31
‐
２
５
３
３
、

薨
31
‐
２
５
３
４

津
山
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ

大
会　
参
加
者

と
き　
11
月
15
日
㈰
午
前
９
時
30

分
～

と
こ
ろ　
津
山
陸
上
競
技
場
多
目

的
広
場
（
志
戸
部
）
集
合

参
加
資
格　
２
～
５
人
の
チ
ー
ム

参
加
費　
１
人
に
つ
き
３
百
円

持
っ
て
く
る
も
の　
弁
当
、
飲
み

物
、
雨
具
、
時
計
、
赤
色
ペ
ン

申
込
方
法　
電
話
ま
た
は
直
接
申

し
込
む

締
め
切
り　
11
月
13
日
㈮

※
当
日
参
加
も
可

問
ス
ポ
ー
ツ
課
（
津
山
総
合
体
育

館
内
）
☎
24
‐
０
２
０
２

再
就
職
を
希
望
す
る
女
性
向
け

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
講
座 

受
講
生

と
き　
12
月
２
日
㈬
～
５
日
㈯
・

９
日
㈬
～
12
日
㈯
午
前
10
時
10

分
～
午
後
４
時

と
こ
ろ　
津
山
男
女
共
同
参
画
セ

ン
タ
ー
「
さ
ん
・
さ
ん
」（
ア

ル
ネ
・
津
山
５
階
）

内
容　
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
や

就
業
に
関
す
る
知
識
の
習
得

定
員　
15
人

受
講
料　
無
料（
別
途
教
材
費
要
）

申
込
期
間　
10
月
30
日
㈮
～
11
月

13
日
㈮
必
着

※
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
県
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ

ー（
ウ
ィ
ズ
セ
ン
タ
ー
）（
岡
山
市
）

　

☎
０
８
６
‐
２
３
５
‐
３
３
０
７

講
座
・
講
演
会

美
作
学
講
座
第
３
回

「
吉
井
川
の
筏い

か
だ

」

と
き　
10
月
24
日
㈯
午
後
１
時
30

分
～
３
時

と
こ
ろ　
美
作
大
学
（
北
園
町
）

講
師　
在
間
宣
久
さ
ん
（
元
県
立

記
録
資
料
館
館
長
）

定
員　
１
２
０
人
（
先
着
順
）

問
生
涯
学
習
課
☎
32
‐
２
１
１
８

津
山
商
工
会
議
所

創
立
85
周
年
記
念
講
演
会

と
き　
10
月
28
日
㈬
午
後
３
時
～

４
時

と
こ
ろ　

津
山
文
化
セ
ン
タ
ー

（
山
下
）

演
題　
急
激
な
人
口
減
少
が
続
く
、

地
方
都
市
の
戦
略
の
あ
り
か
た

講
師　
増
田
寛
也
さ
ん
（
元
総
務

大
臣
）

定
員　
８
０
０
人
（
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
）

申
込
方
法　
電
話
ま
た
は
直
接
申

し
込
む

問
津
山
商
工
会
議
所
（
山
下
）☎
22

　

‐
３
１
４
１

矢
筈
城
跡
県
指
定
史
跡
10
周
年

記
念
講
演
会
・
矢
筈
山
登
山
会

■
記
念
講
演
会

と
き　
11
月
７
日
㈯
午
後
２
時
～

と
こ
ろ　
加
茂
町
文
化
セ
ン
タ
ー

エ
ス
ぺ
リ
ア
（
加
茂
町
塔
中
）

演
題　
城
郭
遺
構
か
ら
み
た
草
苅

氏
に
つ
い
て

講
師　
高
橋
成
計
さ
ん
（
城
郭
談

話
会
会
員
）

９月３日㈪～９日㈰  偶数時台の各15分から
｢みんなで支える救急医療」

◇こんにちは市役所さん： 11月２日㈪～11月８日㈰偶数時台の各15分から
 「知って得する！あなたと大切な家族の健康を守る秘訣 !!」
◆情 報ホットライン： 毎時57分～00分 ※放送日時は変更になる場合があります

毎時57分～00分

（
有
料
広
告
）

広告の内容などについては、直接広告主へお問い合わせください。

（
有
料
広
告
）

広告の内容などについては、直接広告主へお問い合わせください。
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け
い
じ
ば
ん
（
募
集
、
講
座
・
講
演
会
）

け
い
じ
ば
ん
（
講
座
・
講
演
会
）

■久米ふれあい陶芸センター（中北上）
とき　11月21日㈯午前10時〜正午
定員　５組（１組３人以内）
参加費　中学生以下＝920円、保護者＝

1,430円
■勝北陶芸の里工房（杉宮）
とき　11月23日㈷①午前10時〜正午、

②午後１時30分〜３時30分
定員　各回15組（１組３人以内）
参加費　中学生以下＝920円、保護者＝

1,530円
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
対象　中学生以下の子と保護者
申込方法　①参加希望日②住所③氏名④

年齢⑤電話番号を、電話・ファクスま
たはＥメールで伝え、申し込む

締め切り　11月９日㈪必着
※応募者多数の場合は抽選
■問生涯学習課☎32-2118、薨32-2147、
*gakushuu@city.tsuyama.okaya

　ma.jp

第３回ビブリオバトル in 津山
市立図書館 出場者・観客募集

　お気に入りの本を紹介し合い、
一番読みたいと感じた本を参加者
同士の多数決で決める書評合戦で
す。
とき　11月21日㈯
時間　一般の部＝午前10時30分〜

正午、学生の部（高校生以上）＝
　午後２時30分〜４時
ところ　市立図書館（アルネ・津

山４階）
申込方法　市立図書館に電話また

は直接申し込む
募集期間　11月１

日㈰〜16日㈪
※観客は申し込み

不要
■問市立図書館☎24-2919



19 18

［通常開庁時間］午前８時30分～午後５時15分
［時間延長窓口］毎週金曜日午後７時まで　［時間延長で受け付ける業務内容］戸籍・住民票・印鑑
　証明書の交付、印鑑登録、パスポートの交付、納税関係の証明書の交付、納税相談、介護申請の受付開庁時間のお知らせ開庁時間のお知らせ開庁時間のお知らせ開庁時間のお知らせ

午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
25
日

㈰
の
み
午
後
４
時
ま
で
）

と
こ
ろ　
津
山
城
（
鶴
山
公
園
）

内
鶴
山
館
お
よ
び
周
辺

問
美
風
盆
栽
会
事
務
所
（
大
谷
）

☎
23
‐
０
１
５
２

モ
ン
テ
ィ
・
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー

グ
レ
イ
ト
ト
リ
オ
ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト

と
き　
10
月
22
日
㈭
午
後
７
時
～

と
こ
ろ　

ベ
ル
フ
ォ
ー
レ
津
山

（
ア
ル
ネ
・
津
山
７
階
）

前
売
券　
Ｓ
席
＝
４
５
０
０
円
、

Ａ
席
＝
４
０
０
０
円
、
自
由
席

＝
３
０
０
０
円
（
当
日
券
は
各

５
０
０
円
増
）、
学
生（
高
校
生

　
以
下
）
自
由
席
＝
１
０
０
０
円

※
内
容
や
購
入
方
法
な
ど
、
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
ベ
ル
フ
ォ
ー
レ
津
山
☎
31
‐
２

　

５
２
５

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
イ
ベ
ン
ト

in
エ
ス
ぺ
リ
ア

と
き　

10
月
25
日
㈰
午
前
10
時

～
午
後
３
時

と
こ
ろ　

加
茂
町
文
化
セ
ン
タ

ー
エ
ス
ぺ
リ
ア

内
容
・
料
金　
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ

ト
体
験
＝
百
円
、
お
化
け
屋
敷

＝
２
百
円
（
仮
装
で
の
来
場
者

は
無
料
）、お
菓
子
プ
レ
ゼ
ン
ト

問
加
茂
町
文
化
セ
ン
タ
ー
☎
42
‐

７
０
３
１

鶴
山
塾
こ
こ
ろ
の
子
育
て

フ
ォ
ー
ラ
ム

と
き　
11
月
15
日
㈰
午
後
２
時
～

４
時

と
こ
ろ　
津
山
東
公
民
館（
川
崎
）

演
題　
大
人
の
知
ら
な
い
ネ
ッ
ト

の
世
界

講
師　
平
松
茂
さ
ん
（
環
太
平
洋

大
学
特
任
教
授
）

定
員　
80
人
（
先
着
順
）

申
込
方
法　
電
話
ま
た
は
直
接
申

し
込
む

問
鶴
山
塾
☎
22
‐
８
３
２
９

男
女
共
同
参
画

「
さ
ん
・
さ
ん
」
セ
ミ
ナ
ー

と
き　
11
月
22
日
㈰
午
後
１
時
30

分
～
３
時

と
こ
ろ　
さ
ん
・
さ
ん

演
題　
Ｄ
Ｖ
被
害
者
支
援
に
と
っ

て
の
加
害
者
心
理
の
理
解

講
師　
中
村
正
さ
ん
（
立
命
館
大

学
教
授
）

定
員　
40
人
（
先
着
順
）

申
込
方
法　
電
話
ま
た
は
直
接
申

し
込
む

締
め
切
り　
11
月
16
日
㈪

※
託
児
あ
り
（
無
料
・
予
約
要
）

問
さ
ん
・
さ
ん
☎
31
‐
２
５
３
３

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
養
成
講
座

　
う
つ
な
ど
で
悩
む
人
に
気
付
き
、

話
を
聴
く
な
ど
の
支
援
を
す
る
ゲ

ー
ト
キ
ー
パ
ー
を
養
成
し
ま
す
。

と
き　
11
月
18
日
㈬
・
24
日
㈫
・

12
月
１
日
㈫
午
後
１
時
30
分
～

３
時
30
分

と
こ
ろ　
津
山
す
こ
や
か
・
こ
ど

も
セ
ン
タ
ー

講
師　
引
地
充
さ
ん
（
希
望
ヶ
丘

ホ
ス
ピ
タ
ル
院
長
）、
和
田
百

合
子
さ
ん（
美
作
大
学
准
教
授
）

対
象　
市
内
に
在
住
・
在
勤
し
、

３
日
間
と
も
出
席
で
き
る
人

定
員　
30
人

申
込
方
法　
電
話
ま
た
は
直
接
申

し
込
む

問
健
康
増
進
課
☎
32
‐
２
０
６
９

イ
ベ
ン
ト

グ
ラ
ス
ハ
ウ
ス

団
体
利
用
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

期
間　
12
月
28
日
㈪
ま
で

対
象　
４
歳
以
上
・
20
名
以
上
で

利
用
す
る
団
体

特
典　
利
用
者
全
員
に
ガ
ラ
ポ
ン

抽
選
会
、
１
週
間
前
ま
で
の
予

約
で
１
名
利
用
料
無
料

問
グ
ラ
ス
ハ
ウ
ス
（
大
田
）
☎
27

‐
７
１
４
０

津
山
洋
学
資
料
館
冬
季
企
画
展

津
山
藩
の
絵
師
鍬く

わ
が
た形
家
と
洋
学
者

と
き　
10
月
17
日
㈯
～
平
成
28
年

２
月
７
日
㈰

と
こ
ろ　
津
山
洋
学
資
料
館
（
西

新
町
）

展
示
品　
紅
毛
雑
話
、
魚
貝
譜
、

ペ
リ
ー
来
航
絵
巻
な
ど
約
20
点

※
入
場
料
要

問
津
山
洋
学
資
料
館
☎
23
‐
３
３

　

２
４

第
53
回
美
風
盆
栽
展

　
と
き　
10
月
17
日
㈯
～
25
日
㈰

内
容　
野
菜
ク
イ
ズ
、
み
そ
汁
の

塩
分
測
定
（
上
澄
み
50
襁
程
度

持
参
要
）、
食
育
体
験
コ
ー
ナ
ー

問
津
山
市
食
育
推
進
本
部
（
健
康

増
進
課
内
）
☎
32
‐
２
０
６
９

津
山
消
防
音
楽
隊
第
10
回
記
念

火
災
予
防
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

　
火
災
の
予
防
を
広
く
呼
び
掛
け

る
た
め
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

と
き　
11
月
８
日
㈰
午
後
２
時
～

と
こ
ろ　
ベ
ル
フ
ォ
ー
レ
津
山

内
容　
音
楽
隊
コ
ン
サ
ー
ト
、
消

防
写
生
大
会
表
彰
式
、
腹
話
術

問
津
山
圏
域
消
防
組
合
（
林
田
）

☎
31
‐
１
２
５
０

勝
北
秋
の
文
化
祭
＆
第
18
回

子
ど
も
ス
テ
ー
ジ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

と
き　
11
月
７
日
㈯
午
前
10
時
～

午
後
５
時
、
８
日
㈰
午
前
９
時

～
午
後
３
時

と
こ
ろ　
勝
北
文
化
セ
ン
タ
ー
・

勝
北
公
民
館
（
新
野
東
）

内
容　
子
ど
も
に
よ
る
演
技
や
勝

北
文
化
協
会
に
よ
る
歌
や
踊
り

の
発
表
、
作
品
展
示
な
ど
（
８

日
㈰
は
作
品
展
示
の
み
）

問
勝
北
公
民
館
☎
36
‐
２
１
０
１

第
１
回「
見
つ
け
よ
う
津
山
の
魅
力
！
」

調
べ
る
学
習
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式

　
子
ど
も
た
ち
が
、
津
山
の
魅
力

に
つ
い
て
調
べ
て
ま
と
め
た
作
品

の
表
彰
式
で
す
。

と
き　
11
月
14
日
㈯
午
前
11
時
～

正
午

と
こ
ろ　
市
立
図
書
館

問
市
立
図
書
館
☎
24
‐
２
９
１
９

加
茂
町
公
民
館
文
化
祭

と
き　
11
月
14
日
㈯
午
前
９
時
～

午
後
４
時
、
15
日
㈰
午
前
９
時

～
午
後
３
時

と
こ
ろ　
加
茂
町
公
民
館
（
加
茂

町
塔
中
）

内
容　
芸
能
発
表
や
作
品
展
示

問
加
茂
支
所
市
民
生
活
課
☎
32
‐

７
０
３
２

11
月
14
日
世
界
糖
尿
病
デ
ー

備
中
櫓
ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

　
糖
尿
病
の
予
防
を
呼
び
掛
け
る

た
め
、
津
山
城
の
備
中
櫓
の
ブ
ル

ー
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
行
い
ま
す
。

か
も
〜
ん

加
茂
郷
に
ぎ
わ
い
寄
席

と
き　
11
月
６
日
㈮
午
後
７
時
～

と
こ
ろ　
加
茂
町
文
化
セ
ン
タ
ー

エ
ス
ぺ
リ
ア

入
場
料　
前
売
券
＝
３
５
０
０
円
、

当
日
券
＝
４
０
０
０
円

出
演
者　
桂
米
助
、
桂
文
治
、
ぴ

ろ
き
、
江
戸
家
ま
ね
き
猫
、
春

風
亭
昇
々

※
内
容
や
購
入
方
法
な
ど
、
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
加
茂
町
文
化
セ
ン
タ
ー
☎
42
‐

７
０
３
１

津
山
市
食
育
フ
ェ
ア

と
き　
11
月
７
日
㈯
・
８
日
㈰
午

前
10
時
～
午
後
４
時

と
こ
ろ　
ウ
エ
ス
ト
ラ
ン
ド
（
二

宮
）

と
き　
11
月
14
日
㈯
日
没
後
～
午

後
９
時

と
こ
ろ　
津
山
城
（
鶴
山
公
園
）

問
津
山
中
央
病
院
（
川
崎
）
☎
21

‐
８
１
１
１

人
形
劇
団
ク
ラ
ル
テ

「
11
ぴ
き
の
ね
こ 

ど
ろ
ん
こ
」

と
き　
11
月
15
日
㈰
午
後
２
時
～

と
こ
ろ　
津
山
文
化
セ
ン
タ
ー

入
場
料　
一
般
＝
２
０
０
０
円
、

中
学
生
以
下
＝
１
０
０
０
円
、

津
山
文
化
振
興
財
団
友
の
会
会

員
＝
１
５
０
０
円

※
内
容
や
購
入
方
法
な
ど
、
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
津
山
文
化
振
興
財
団
（
山
下
）

　

☎
24
‐
０
２
０
１

作
州
津
山
宮
川
朝
市

と
き　
11
月
８
日
㈰
午
前
８
時
～

11
時

と
こ
ろ　
宮
川
河
川
敷
・
城
北
橋

西
詰
（
山
北
）

問
み
ら
い
産
業
課
☎
32
‐
２
１
７

　

８加
茂
の
朝
市

と
き　
11
月
15
日
㈰
午
前
８
時
～

９
時

と
こ
ろ　
加
茂
町
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
駐
車
場

問
津
山
市
観
光
協
会
北
支
部
☎
42

‐
７
０
１
１

（
有
料
広
告
）

広告の内容などについては、直接広告主へお問い合わせください。

（
有
料
広
告
）

広告の内容などについては、直接広告主へお問い合わせください。

19 2015.10 182015.10

け
い
じ
ば
ん
（
講
座
・
講
演
会
、
イ
ベ
ン
ト
）

け
い
じ
ば
ん
（
イ
ベ
ン
ト
）

ＪＦＬ公式リーグ2015
セカンドステージ 第13節

とき　11月８日㈰
　　　午後１時キックオフ
ところ　津山陸上競技場
入場料　一般＝1,000円、中・高校生
＝400円、小学生以下＝無料（夢パ
ス登録要）
■問ファジアーノ岡山事務局（岡山市）
　☎086-948-5654

みまさかスローライフ列車の旅
参加者募集

　懐かしい鉄道の風景やＪＲ因美線
各駅でのおもてなしが満喫できる
ローカル列車の旅です。
とき　11月７日㈯・８日㈰
　津山駅発12:03→智頭駅着14:45

智頭駅発14:50→津山駅着16:50
内容　美作滝尾駅や美作加茂駅、

美作河井駅などの各駅で特産品
の実演販売や、餅投げなど

■問みまさかローカル鉄道観光実行
　委員会（津山市観光協会内）
　☎22-3310

 ファジアーノ岡山ネクスト　
　　 　 　VS
      アスルクラロ沼津



☎24 - 2919 午前10時～午後７時 市立図書館 (アルネ・津山 4階） 

☎42 - 7032 午前10時～午後６時 加茂町図書館 (加茂町塔中） 

☎36 - 8622 午前10時～午後６時 勝北図書館 (新野東） 

☎57 - 3444 午前10時～午後６時 久米図書館 (中北下） 

9 日㈪ 
6 日㈮ 
5 日㈭ 

11日㈬ 向陽小学校10:15～10:45 ⇒鶴山小学校13:00～14:00 ⇒ 塩手荘14:40～15:10  
10日㈫ 阿波公民館10:35～11:00 ⇒ 旧ＪＡ上加茂11:25～11:50 ⇒ 加茂小学校13:00～13:40 ⇒ めぐみ荘14:00～15:00 

13日㈮ 喬松小学校10:15～10:45 ⇒ 道の駅｢久米の里｣11:25～12:00 ⇒ 誠道小学校13:00～13:40 ⇒ 田邑公民館15:00～16:00 
12日㈭ 勝加茂小学校10:15～11:00 ⇒ 新野小学校13:00～13:30 ⇒ 広戸小学校14:30～16:00 

17日㈫ 佐良山小学校10:00～10:40 ⇒ 津山口駅前11:05～11:35 ⇒ 一宮小学校12:50～13:30 ⇒ 林田小学校14:30～16:00 
18日㈬ 
19日㈭ 

河辺小学校10:15～10:45 ⇒ 東小学校13:00～13:45 
中正小学校12:50～13:20 

16日㈪ 秀実小学校10:15～11:00 

4 日㈬ 北小学校10:00～10:40 ⇒ 総社東第二遊園地11:10～11:40 ⇒ 高田小学校13:00～13:30 

ときわ園9:50～10:20 ⇒ 高野公民館11:10～11:50 ⇒ 広野小学校13:00～13:30 ⇒ 弥生小学校14:30～16:20 

高倉小学校10:15～10:45 ⇒ 衆楽公園駐車場（市役所東側）12:00～13:10 ⇒ 小原会館14:00～14:40 ⇒ 院庄公民館15:20～16:20 
成名小学校10:15～11:00 ⇒ 清泉小学校13:00～13:40 ⇒ 大崎小学校14:40～16:15  

●昔話のおはなし会　とき：14日㈯10：30～11：00 
●年賀状を作ろう　とき：15日㈰14：00～15：30 
●おはなし会　とき：29日㈰10：30～11：00 

●本のミニリサイクル市　　 
　とき：７日㈯、８日㈰10：00～17：00 
●いっしょにあそぼ！０・１・２・３てくてく　 
　とき：18日㈬10：30～11：30 
●こくちゃんの紙芝居劇場 
　とき：28日㈯15：30～ 

市立図書館：24日㈫

ぐ 

加茂町・勝北・久米図書館：２日㈪、４日㈬、９日㈪、
　16日㈪、23日㈷、24日㈫、30日㈪

休
館
日 

15日㈰、23日㈷、24日㈫、30日㈪ 
２日㈪、４日㈬、９日㈪、 中央児童館・南児童館：　

加茂児童館は 11月～2月まで休館　 

休
館
日 

と し ょ か ん ・ じ ど う か ん

☎22 - 2099 午前10時～午後５時 中央児童館中央児童館 (山北） 

●わくわくタイム　とき：４日㈬～13日㈮の開館日 
　15：30～16：30　内容：裂き布の小物づくり 
●ふれあいデー　とき：18日㈬15：30～16：30 
●三世代交流会　とき：28日㈯10：00～11：30 
　内容：正月のお飾り作り　参加費：100円 
　受付：９日㈪～20日㈮ 

☎46 - 2076 

月・水・木・金曜日 午後１時～５時　28日㈯午前10時～11時30分 
阿波児童館阿波児童館 (阿波） 

●絵本タイム　とき：５日㈭、17日㈫13：15～13：45 
●ワイワイあそぼ♪　とき：11日㈬10：30～11：30 
　対象：１、２歳児と保護者　定員：25組（先着順） 
　受付：３日㈷10：00～（電話のみ） 
●先生とあそぼ☆　とき：13日㈮10：30～11：30 
●ぺったん！の日（^^）　 
　とき：16日㈪10：30～12：00、13：00～14：00 
　内容：子どもの手・足型を使った成長記録づくり 
●赤ちゃんあそぼ！ とき：18日㈬、25日㈬10：30～11：30 
　対象：１歳未満児と保護者　定員：15組（先着順） 
　受付：３日㈷13：00～（電話のみ） 
●リース作り　とき：27日㈮10：00～11：30 
　対象：子育て中の人　定員：10人（先着順） 
　参加費：200円　受付：６日㈮10：00～（電話のみ） 

☎24 - 4400 午前10時～午後５時 南児童館南児童館 (横山） 

☎42 - 3168 午前10時～午後５時 加茂児童館加茂児童館 (加茂町中原） 

け
い
じ
ば
ん 市立図書館

加茂町図書館

勝北図書館

久米図書館

11月
●お話タイム　とき：11日㈬、27日㈮13：00～13：30 
●赤ちゃん広場　とき：12日㈭11：00～11：30 
　対象：１歳未満児と保護者　定員：10組（先着順）　 
　受付：３日㈷10：00～ 
●親子であそぼう 
　とき：16日㈪10：30～11：30　対象：２歳未満児と保護者 

●小さな子どものえほんのじかん 
　とき：毎週水曜日10：30～11：00 
●木曜ビデオ館　とき：毎週木曜日14：30～ 
　内容：5日＝「内田百閒」、12日＝「BAGDAD CAFE」、 
　19日＝「岡崎嘉平太」、26日＝「陸上への進出」 
●ファミリーシアター 
　とき：15日㈰14：30～ 
　内容：「日本の昔ばなし　天狗の隠れみの」ほか 
●小学生のための「物語をたのしむ会」　 
　とき：21日㈯14：00～14：40 
●おはなし会　とき：19日㈭11：00～11：30 
●むかし話を聞く会　とき：７日㈯14：00～14：30 
●放送大学連携講座「藤原定家の人生と文学」　 
　とき：22日㈰14：00～15：30 
　講師：田仲洋己さん（岡山大学文学部教授） 
●ライブコンサート・秋　 
　とき：29日㈰14：00～14：40　出演：水島衣代さん 
　（ヴァイオリン）、飯綱誓子さん（ピアノ） 

●おはなしタイム　とき：５日㈭、15日㈰10：30～11：00 
●昔ばなしのじかん　とき：28日㈯14：00～14：30 

※大規模改修工事のため、11月1日㈰～平成28年２月
29日㈪まで休館となります。皆さんのご理解とご協
力をよろしくお願いします 

図書館情報は、 図書館 児童館 

　　　つい、自分の子どもとほかの子とを比較し
　　てしまいます。どうしたらよいでしょうか？

　　　テストで何点とったとか、運動がどれだけ
　　できるかなど、ほかの子どもと比較すること
で自分の子どもを評価することは、子どもたち一
人ひとりの個性や成長のために良く
ありません。子どもは、そういった
評価を受け続けると、相対的な順位
ばかりを気にするようになったり、
自信をなくしたりしがちです。親は、
ほかの子と比較するよりも、子ども
の個性と成長を信じて、時にはゆっ
くりゆったり見守ることも必要です。

同じ子どもなんて1人もいない

家族のこと、友だちのこと、
　青少年の悩みごと、
　　　　　ご相談ください

さあいざ、はろーごー

津山市青少年育成センター

市役所東庁舎３階☎31-8650

　今回は、誰もが気になるぽっこりお腹を解消で
きる体操を紹介します。
　ぽっこりお腹を解消するには、腸腰筋という足
の付け根の奥にある筋肉を鍛えます。腸腰筋は、
歩く時や姿勢を保つ筋肉で、鍛えることでお腹ま
わ り を 引 き 締

立ってする体操
①椅子や机などを軽く持って立つ
②背筋をまっすぐ伸ばしたまま、足の付け根から
持ち上げるように膝を上げる

③そのままの状態を５～10秒間保って、元に戻す
④左右を10回ずつ行う

－スマートフォンは
　　　　便利だけど･･･－

教育相談センター「鶴山塾」

山下87番地薊22-2523

学校のこと、友だちのこと、
　　家族のこと、
　気軽に相談してください

にこにこ   にっこりさん

　最近は、携帯電話やスマートフォンなどを利用
し、文字や記号、画像を相手に送信して、手軽に
言葉のやり取りをする子どもが増えてきました。
　しかし、短い言葉では内容がうまく伝わらなか
ったり、何気なく書いた内容でも、自分の表情や
声色を伝えることができないので、相手に誤解さ
れたり不快に受け取られたりするなど、いじめや
トラブルになるケースが多く発生しています。
　トラブルが発生しないよう、言葉や画像を受け
取った相手がどのように感じるかなど、親子でし
っかりと話し合いをしてみましょう。
　また、子どもがトラブルを抱えていないか、日
ごろから様子などをよく注意して見ましょう。問
題を抱えているようなら、すぐに相談に乗ってあ
げてください。

59 津山市食育推進
キャラクター
「しょくたん」

　生活習慣病を予防・改善するためには、塩分を控えると効果があ
ると言われています。薄味にするコツは、酸味や香辛料を効かせる
などいろいろとあります。手軽にできて、薄味でも素材の味をしっ
かりと味わえる料理を紹介します。

【材料（４人分）】 
　厚揚げ…４枚(1枚120ｇ)、ごま油…小さじ1/2、シメジ…50ｇ、
エノキダケ…70ｇ、ニンジン…40ｇ、ショウガ…10ｇ、青ネギ…
20ｇ、だし汁…300ml、Ａ( 酒・しょうゆ…各大さじ１、砂糖…
小さじ１、塩…小さじ1/5)、Ｂ(かたくり粉…大さじ１、水…大さ
じ１)

【作り方】

　①シメジ、エノキダケは軸を取り、ほぐしておく。ニンジン、ショ
ウガは千切り、青ネギは小口切りにしておく　②フライパンを
熱し、厚揚げの両面をこんがりと焼く。焼けたらごま油を加え
て少し焼く　③鍋にだし汁を入れ、沸騰したらAを加え、ニン
ジン、シメジ、エノキダケ、ショウガを煮る　④混ぜ合わせたＢ
を❸に入れてとろみをつけ、青ネギを散らす　⑤器に❷を盛り、
上から❹をかける

薄味を心掛けましょう

焼き厚揚げのキノコあんかけ

１人当たり栄養価
エネルギー188kcal、たんぱく質12.0ｇ、脂質12.4ｇ、
カルシウム249㎎、食物繊維2.1ｇ、塩分0.9ｇ

問健康増進課☎32-2069

 一口メモ
塩分を減らすコツは、だしの旨味や香味野菜の香り、酢や柑橘
類の酸味、香辛料の辛味、油のコクや焼き目の香ばしい味を効
かせることなどです

 くらしの　　知識

まつ毛エクステンションにご用心！

困ったときの相談先　市民相談室☎32-2057、
土・日曜日は県消費生活センター☎086-226
　-0999、美作保健所☎23-0133　　

　近年、まつ毛エクステンション施術（自分のま
つげに１本ずつ人工のまつ毛を専用接着剤で装着
していく美容方法）でトラブルが増えています。
【事例】
　まつ毛エクステンションの施術を受けた直後か
ら目が痛くなった。数日で治ったので病院には行
っていない。施術した店舗は、美容師免許を持っ
ている人がいないようだ。このような施術は違法
ではないでしょうか。
【注意】
　美容師免許を持っていない人が施術することは
違法です。このような施術をしていると思われた
ら、美作保健所に情報提供をお願いします。 
　また、施術後、目の傷みやまぶたのかゆみなど、
放置していると慢性的な障害の原因になることも
ありますので、早めの受診をおすすめします。　

なるほ
ど！

なるほ
ど！

豆豆 くらしの　　知識 くらしの　　知識
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く
わ
が
た
け
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さ
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と　こ　ろ 

市役所１階市民ロビー 

と　き 

と　こ　ろ と　き 
津山すこやか・こどもセンター 

と　き 受付時間 健　診 

乳 児 健 診 
１歳6カ月児健診 
３ 歳 児 健 診 

診療時間　午前９時～午後５時まで

離乳食教室

内　容　調理実習、試食、説明、個人相談 
対　象　７～11カ月の子どもと保護者 
定　員　10人程度（予約要） 
持ってくるもの　エプロン、三角巾、母子健康手帳など 

と　こ　ろ 
津山すこやか・こどもセンター 

と　き 

妊婦歯科検診
と　こ　ろ 

津山歯科医療センター（沼） 
と　き 

高齢者歯科検診・相談
と　こ　ろ 

津山歯科医療センター（沼） 
と　き 

11月
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健　　康 休日診療  10月11日㈰～11月15日㈰ 11月の相談 

※14ページのお知らせにも掲載があります 

健康増進課☎32‐2069 育児相談・健康相談 毎週月曜日 10：00～11：30 津山すこやか・こどもセンター 

さん・さん☎31‐2533 女性の悩みごと相談 毎週水曜日・21日㈯ 10：00～16：00 
津山男女共同参画センター 
「さん・さん」 

鶴山塾教育相談 

こども課☎32‐2065 女性と子どもの法律 
相談（無料・予約要） ２日㈪・16日㈪ 13：30～16：40 津山すこやか・こどもセンター 

環境生活課☎32‐2057 司法書士法律相談 
（無料・予約要） ４日㈬、18日㈬ 13：30～15：30 環境生活課（市役所１階１番窓口） 

津山市社会福祉協議会☎23‐5135 福祉総合相談会 11日㈬ 10：00～15：00 津山市総合福祉会館 

加茂支所市民生活課☎32‐7032 行政相談 18日㈬ 10：00～15：00 加茂町公民館 

人権・行政合同相談 加茂支所市民生活課☎32‐7032 12日㈭ 10：00～15：00 加茂町公民館 
人権相談 人権啓発課☎31‐0088 18日㈬ 10：00～15：00 津山市総合福祉会館 

人権・行政・民生 
合同相談 

勝北支所市民生活課☎32‐7022 19日㈭ 10：00～15：00 
20日㈮ 10：00～15：00 

20日㈮ 10：00～15：00 
勝北老人憩いの家 

岡山行政評価事務所☎086‐231‐4322 津山市総合福祉会館 

久米支所市民生活課☎32‐7011 久米支所 
住宅無料相談 建築住宅課☎32‐2099 26日㈭ 9：00～16：00 市役所１階市民ロビー 

５日㈭ 13:30～15:30 

27日㈮ 10:00～11:30 
　　　 12:30～16:00 

19日㈭ 10:00～12:00 

15日㈰ 9:00～12:00 

※料金を掲載していないものは無料です 
健康増進課☎32-2069 

※400ミリリットル献血のみの受付です 

内　容　身体測定、情報交換、保育士によるふれあい遊び 
対　象　第１子の７カ月児（平成27年４月生まれ） 
持ってくるもの　母子健康手帳、おむつ、ミルクなど 

と　こ　ろ 問い合わせ先 相　談　名 と　き 

鶴山塾☎22‐2523 毎週火・木曜日 13：30～16：30、20日㈮ 
13：30～15：30、26日㈭ 10：00～12：00 教育相談センター「鶴山塾」 

「愛の献血」にご協力を

はっぴー子育て教室（ハーフバースデイ記念）

17日㈫、18日㈬ 
６日㈮、10日㈫、11日㈬ 
24日㈫、25日㈬ 

13:00～13:45 

ところ　津山すこやか・こどもセンター 

元気な子どもを育てるために

内容　①バランスの良い食事づくり（栄養士の話と調理実習）  
　②お産に向けた準備（助産師の話と呼吸法）  ③赤ちゃん 
　が生まれたときの準備（沐浴・赤ちゃんの泣き声体験） 
対象　初産婦（できるだけすべての回にご参加ください) 
定員　20人（予約要） 
参加費　①のみ500円（調理実習代） 

妊婦ぽんぽこ学級

※医療機関は変更になる場合があります。受診の前に、 
　救急医療案内☎23-9910へお問い合わせください 

日本原病院(日本原) 
中尾内科クリニック(沼) 
わたなべ内科医院(二宮) 
只友医院(加茂町塔中) 
津山中央病院(川崎) 
勝北すこやかクリニック(坂上) 
井戸内科クリニック(山下) 
いちば医院(二宮) 
平井病院(加茂町中原) 
津山中央病院(川崎) 
中西クリニック(東一宮) 
松尾小児科(二宮) 
平井病院(加茂町中原) 
津山第一病院(中島) 
衣笠内科医院(椿高下) 
辻医院(小児科)(小原) 
万袋医院(加茂町中原) 
津山第一病院(中島) 
日本原病院(日本原) 
中尾内科クリニック(沼) 
平井病院(加茂町中原) 
津山中央病院(川崎) 
勝北診療所(杉宮) 
三村医院(北園町) 
只友医院(加茂町塔中) 
津山中央病院(川崎) 
本位田診療所(新野東) 
中島病院(田町) 
平井病院(加茂町中原) 
津山第一病院(中島) 
日本原病院(日本原) 
安田医院(上河原) 
万袋医院(加茂町中原) 
津山第一病院(中島) 
 

36-3311 
24-4488 
28-5001 
42-2043 
21-8111 
29-7701 
22-2101 
28-8300 
42-3131 
21-8111 
27-7200 
28-5570 
42-3131 
28-2211 
22-7811 
23-2567 
42-3025 
28-2211 
36-3311 
24-4488 
42-3131 
21-8111 
29-2324 
23-5225 
42-2043 
21-8111 
36-5613 
22-8251 
42-3131 
28-2211 
36-3311 
23-5537 
42-3025 
28-2211 
 

10月 
11日㈰ 

内科系 

外科系 

12日㈷ 内科系 

外科系 

18日㈰ 内科系 

外科系 

25日㈰ 内科系 

外科系 

11月 
１日㈰ 

内科系 

外科系 

３日㈷ 内科系 

外科系 

８日㈰ 内科系 

外科系 

15日㈰ 内科系 

外科系 

でんわ ところ とき 科 

内　容　歯科検診、ブラッシング指導、歯垢の染め出し 
定　員　18人（予約要、先着順） 

15日㈰ 9:00～12:00 
対　象　65歳以上の人（予約要） 
　津山歯科医療センター☎22-4021 

と　こ　ろ と　き 

津山すこやか・こどもセンター 

さん・さん（アルネ・津山５階） ①11月13日㈮ 10:00～14:00 
②11月27日㈮ 13:30～16:00 
③12月13日㈰ 10:00～12:00 

　　　　　　①答え  ②記事の感想や市政へのご意見 
　③次のⒶ～Ⓓの記念品の中から１つを書いて、 
　秘書広報室へ応募してください。 

応募方法 

問 

締め切り 　 

け
い
じ
ば
ん

魅力（応募50人、正解50人） 

平成27年11月10日㈫当日消印有効 

※お便りの内容は広報紙やホームページで 
　紹介させていただくことがあります 

絵を描いたはがきに　①氏名とふりがな・ペンネーム可 
②年齢（学生は学校名と学年も）を記入してください 

※掲載された人には粗品を贈呈します 
※希望者には作品を返却します 

応
募
方
法 

津山の秋○○○ 
○に入るひらがな３文字は？ 

あて先は見本 
のとおりに書 
くだけでＯＫ 

秘
書
広
報
室
行 

記念品 Ⓐ図書カード Ⓑ津山洋学資料館招待券  (２枚）   
Ⓒあば温泉無料入場券(５枚） 
Ⓓグラスハウス招待券  (２枚）   

け
い
じ
ば
ん

正解者の中から抽選 
で５人に当たる！ 

当選者の発表は、記念品の発送をもってかえさせ 
ていただきます。 

８月号の正解
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▶
杉
山 

具
仁
子
（
二
宮
）  

▶
福
田 

美
都
里
（
小
田
中
） 

土曜・日曜・祝日　18:00～翌日８:00 
平日　　　　　　　19:00～翌日８:00 

小児救急医療電話相談　☎＃８０００
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津山市ホームページPC版

☆広報つやまはホームページ
　で閲覧できます

https://www.city.tsuyama.lg.jp/

☆秘書広報室のフェイスブック
　はこちらから
https://www.facebook.com/
　　　city.tsuyama.kouhou

編集・発行（毎月10日発行） 
津山市総合企画部秘書広報室(市役所３階）〒708-8501 岡山県津山市山北520番地
☎0868-32-2029  0868-32-2152 * kouhou@city.tsuyama.okayama.jp
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秘書広報室フェイスブック

広報つやまは、環境保護のため再生紙と大豆油インキを使用しています。読み終えた後はリサイクル（雑誌)にご協力ください

今月の表紙
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津
山
郷
土
博
物
館

　
　
　
☎
22
‐
４
５
６
７

　
長
女
の
七
五
三
の
前
撮
り
の
時
、
行

儀
良
く
椅
子
に
座
り
、
髪
型
を
整
え
て

も
ら
う
姿
を
見
て
、
こ
こ
ま
で
よ
く
成

長
し
た
な
ぁ
と
感
慨
深
い
気
持
ち
に
な

り
ま
し
た
。
そ
れ
と
も
う
１
つ
驚
い
た

こ
と
が
、
店
員
さ
ん
の
「
ど
ん
な
お
子

さ
ん
で
も
笑
顔
に
し
て
み
せ
ま
す
！
」

と
い
う
言
葉
。
有
言
実
行
で
し
た
。
わ

た
し
に
も
あ
の
技
術
が
あ
れ
ば
…
（
Ｗ
）

・
─
・
─
・
─
・
─
・
─
・
─
・
─
・

　
今
月
号
の
表
紙
の
写
真
に
影
響
さ
れ
、

初
め
て
ぶ
ど
う
狩
り
に
行
っ
て
き
ま
し

た
。
ま
ず
最
初
に
驚
い
た
の
は
、
一
本

の
木
に
た
く
さ
ん
の
ぶ
ど
う
が
実
っ
て

い
た
こ
と
で
す
。
そ
し
て
次
に
驚
い
た

の
は
、
た
く
さ
ん
の
房
の
中
か
ら
ひ
と

つ
を
選
べ
な
い
わ
た
し
の
優
柔
不
断
さ

で
す
。
結
局
、
大
き
い
房
の
ぶ
ど
う
を

選
ん
だ
食
い
し
ん
坊
な
わ
た
し
…
（
雨
）

・
─
・
─
・
─
・
─
・
─
・
─
・
─
・

　
あ
る
朝
、
娘
を
起
こ
そ
う
と
し
た
ら

「
ま
だ
眠
い
よ
～
」
と
返
事
を
し
な
が

ら
、
布
団
に
潜
り
込
ん
で
し
ま
い
ま
し

た
。
あ
と
５
分
間
だ
け
寝
か
せ
て
あ
げ

る
こ
と
に
し
て
、
そ
ば
で
横
に
な
っ
て

考
え
事
を
し
て
い
る
と
「
い
つ
ま
で
寝

て
い
る
の
！
」
と
い
う
妻
の
声
で
目
が

覚
め
、時
計
を
見
て
び
っ
く
り
！　
30
分

以
上
も
一
緒
に
寝
て
い
ま
し
た
。（
♨
）

つ
や
ま
援
農
塾
実
践
講
座　

ピ
オ
ー
ネ
収
穫
作
業

９
月
３
日

ま
ほ
ら
フ
ァ
ー
ム（
野
村
）

京
町
の
だ
ん
じ
り（

昭
和
初
期
）

写
真
提
供
・
江
見
写
真
館

　
写
真
は
、
昭
和
初
期
の
秋
に
行
わ
れ
た
徳
守
神
社
の
祭
礼
の

際
、
出
動
し
た
京
町
の
だ
ん
じ
り
の
様
子
を
、
現
在
の
鶴
山
通

り
の
京
町
交
差
点
付
近
で
、
伏
見
町
方
面
に
向
け
て
撮
っ
た
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

京
町
の
だ
ん
じ
り
は
「
紅こ

う
よ
う
だ
い

葉
臺
」
と
呼
ば
れ
、
文
久
年
間

（
１
８
６
１
～
１
８
６
４
年
）
に
作
ら
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
現
在
、
徳
守
神
社
や
大
隅
神
社
の
祭
礼
の
際
に
出
動
す
る

だ
ん
じ
り
の
多
く
は
県
指
定
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
と
な
っ
て

い
て
、
こ
の
京
町
の
だ
ん
じ
り
も
そ
の
一
つ
に
指
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
写
真
中
央
手
前
に
は
、
引
き
手
と
思
わ
れ
る
人
た
ち
が
手
拭

い
を
被
り
、
着
流
し
に
草
履
と
い

う
装
い
を
し
て
い
ま
す
。
現
在
は
、

法
被
に
白
股
引
と
い
う
衣
装
で
だ

ん
じ
り
を
引
い
て
い
る
の
で
、
当

時
と
は
随
分
様
子
が
変
わ
っ
て
い

ま
す
。

　
写
真
中
央
に
見
え
る
だ
ん
じ
り

に
は
、
た
く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち

が
乗
っ
て
い
て
、
元
気
な
掛
け
声

を
町
中
に
響
か
せ
て
祭
り
を
盛
り

上
げ
て
い
た
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
昭
和
の
初
め
ご
ろ
の
津
山
の
秋

祭
り
の
様
子
を
今
に
伝
え
る
貴
重

な
一
枚
で
す
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
掲
載
す
る
懐
か
し
い

津
山
の
写
真
を
募
集
し
て
い
ま
す

現在の鶴山通り京町交差点付近 	 平成25年10月の津山まつりに
	 出動した京町のだんじり


